
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
や
る
、
忘
れ
物
を
し
な
い
、
何
事
に

対
し
て
も
一
生
懸
命
向
き
合
う
、
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
、

ご
く
当
た
り
前
の
そ
れ
こ
そ
「
普
通
」
の
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
少
し
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
、
近
年
分
か
っ
た
「
発

達
障
害
」
に
つ
い
て
の
番
組
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
は「
発
達
障
害
」の
あ
る
人
は「
普

通
」
の
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

頭
が
悪
い
わ
け
で
も
な
い
の
に
成
績
が
上
が
ら
な
い
、
結

果
の
出
せ
な
い
生
徒
は
そ
う
な
の
か
な
と
・
・
・

　

し
か
し
、
塾
生
の
場
合
は
「
発
達
障
害
」
と
い
う
病
気
な

ど
で
は
な
く
単
に
「
過
保
護
」
や
「
過
干
渉
」
な
環
境
の
中

で
、
何
も
苦
労
を
し
な
い
で
育
っ
て
き
た
こ
と
が
主
な
原
因

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
や
ら
ず
に
い
や
な
こ
と

を
避
け
て
通
る
、つ
ら
い
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
か
ら
逃
げ
る
、

い
つ
も
楽
な
方
を
選
択
す
る
。

ステップゼミナールだより
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高
専
期
末
～
8
日

夏
期
講
座
（
9
時
～
18
時
）

■ ８月の予定 ■

　
「
30
年
後
働
け
る
の
は
人
口
の
1
割
」
こ
ん
な
す
ご
い
こ
と

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

駒
澤
大
学
経
済
学
部
講
師
の
井
上
智
洋
氏
は
、「
雇
用
大
崩

壊
が
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
」
と
断
言
す
る
。
人
間
に
匹
敵

す
る
高
度
な
知
性
を
持
つ
Ａ
Ｉ
が
近
い
将
来
、
人
間
の
仕
事

を
奪
い
、
失
業
者
が
続
出
す
る
と
い
う
予
測
で
あ
る
。

　

す
で
に
米
国
で
は
、
Ａ
Ｉ
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
係
、
経
理

係
な
ど
の
仕
事
を
次
々
と
奪
い
始
め
て
い
ま
す
。
あ
と
２
０

年
も
す
れ
ば
、「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
よ
う
な
人
並
み
に
振
る
舞

え
る
Ａ
Ｉ
が
搭
載
さ
れ
た
「
汎
用
ロ
ボ
ッ
ト
」
が
誕
生
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

井
上
氏
は
、
こ
れ
か
ら
は
「
価
値
判
断
」
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
ど
う
せ
な
ら
、
美
術
館
に
行
っ
た
り
、
読
書
を
し
た

り
し
て
、
目
を
養
い
、
教
養
を
高
め
、
感
性
を
磨
く
こ
と
に

時
間
を
費
や
し
た
方
が
い
い
と
。

　

ま
ず
は
、「
普
通
」
が
出
来
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

在
籍
す
る
生
徒
の
所
属
校

小
学
校　

愛
国･

鳥
取
西･

朝
陽･

附
属
・
富
原

中
学
校　

美
原･

共
栄･

景
雲･

鳥
取･

鳥
取
西･

阿
寒･

鶴
居
・
附
属･

北･

富
原
・
遠
矢

高　

校　

湖
陵･

江
南
・
北
陽
・
高
専
・
武
修
館

★
「
夏
期
講
座
」

　

中
1
、
2
、
3
生
に
は
毎
日
、
漢
字
・
数
学
・
英
語
・
社

会
の
宿
題
が
出
て
い
ま
す
。
講
習
会
中
に
全
部
終
わ
ら
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
日
て
い
ね
い
に
や
っ
て
下

さ
い
。
も
う
す
で
に
3
年
生
の
田
中
さ
ん
、
2
年
生
の
福
士

太
郎
君
、1
年
生
の
福
士
大
陸
君
は
全
部
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
は
集
中
し
て
勉
強
で
き
る
期
間
で
す
。
1
学
期
の

復
習
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

10
日
は
1
・
2
年
生
、
11
日
は
3
年
生
の
道
コ
ン
が
あ
り

ま
す
。
筆
記
用
具
、
コ
ン
パ
ス
、
定
規
を
忘
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
昼
食
も
必
要
で
す
。
な
お
、
10
、
11
日
は
塾
に
来
て
勉

強
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
来
れ
る
人
、
来
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
ど
う
ぞ
。（
午
前
9
時
～
午
後
4
時
の
間
）

★
一
学
期
が
終
わ
っ
て
★

　

あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
の
3
分
の
1
が
終
わ
り
、
夏
休
み

に
入
り
ま
し
た
。
終
業
式
が
終
わ
っ
て
通
知
表
を
も
ら
っ
た

（
3
学
期
制
）生
徒
の
中
に
は
、通
知
表
が
5
個
上
が
っ
た
人
、

7
個
上
が
っ
た
人
が
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
人
た
ち
は
頭
が
い
い
か
ら
、
勉
強
で
き
る
か
ら

そ
う
な
る
の
で
は
そ
う
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
の

取
り
組
み
の
姿
勢
が
い
い
か
ら
な
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
人
た
ち
は
常
に
目
標
に
向
か
っ
て
、
ご
ま
か
さ

ず
に
丁
寧
に
努
力
を
続
け
ま
す
。
そ
の
努
力
の
結
果
は
必
ず

試
験
や
通
知
表
な
ど
に
表
れ
ま
す
。

　

塾
の
壁
に
「
普
通
に
や
れ
」
と
い
う
言
葉
が
張
ら
れ
て
い

ま
す
。
近
年
、
そ
の
「
普
通
に
」
が
で
き
な
い
人
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
普
通
の
こ
と
、
ご
く
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
き
た
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　

き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
、
約
束
を
守
る
、
や
ら
な
け

携
帯
電
話
の
持
込
は
禁
止
。

連
絡
は
塾
の
電
話
を
使
用

し
て
下
さ
い
。

日ハムの試合を観てきた 6 期

生の岩渕一家が帰りに寄った。

7/22 から夏期講座

7/14 小、中、高校生の 15 名

が漢検を受検しました

阿寒町から通ってる３年生の村形君が今日は自

転車で。景中 3年の早川君が動物園から伴走！！

茶道部 2 年生の牛木さん長尾さんに誘われて初めて湖陵の

学校祭へ。帰り際3年生の佐藤さんと松井さんと玄関前で！

7/16 第 32 回釧路湿原全国車

いすマラソン大会の様子。

　高校生の勉強風景



　

　
宿題「計画立てた」中学生３割

　もうすぐ夏休み。普段できない体験に取り組む機会だが、日々の学習リズムが崩
れる恐れもある。学習塾「明光義塾」の調査では、昨年の夏休みの宿題に「計画を
立て取り組んだ」という中学生は３割程度。半数以上が「気が向いたとき」「終了間近」
と答え、計画的な取り組みができなかったと振り返る。
　１日の平均勉強時間は「３０分～１時間」が最多。５人に１人が「３０分未満」や「全
くしない」と回答するなど、学習から離れてしまう子供も多い。
　調査は６月下旬、中学２、３年生の子供がいる全国の保護者５５８人を対象に実
施。同塾の担当者は「子供任せとせず、親も勉強の時間や計画を一緒に確認する必
要がある」と話す。    　　　　　　　　　　　　　  つ・む・ぎ Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ 07.14

夏休み過ごし方、笑顔で新学期へ

              ――家にこもらず行事参加を、合宿でスマホ依存克服も

  子供が待ちに待った夏休みシーズン。普段できない体験をするチャンスだが、生
活リズムや交友関係が乱れ、不登校やスマートフォン（スマホ）依存につながりや
すい時期でもある。一方で、既につまずいた子供にとっては立ち直りのきっかけを
つかめる可能性もある。長い休みをどのように過ごすべきか、各地のＮＰＯなどの
取り組みを探った。
　７月上旬、ＮＰＯ法人「東京シューレ」が運営する東京シューレ葛飾中学（東京・
葛飾）。不登校の子供をもつ各地の保護者ら約１００人に対し、学校スタッフが夏
休みの過ごし方を助言した。
　「子供を一人にせず、様々な行事に積極的に参加したほうがいい」「休み明けに子
供の自殺が増えるという調査結果もある。我が子の様子に変化がないか、よく見守っ
て」。スタッフの言葉に保護者は表情を引き締めた。
　会社員や自営業者の２０～３０代の男女４人も、自分が不登校だったころの経験
を語った。「学校から長期間離れると、再び登校する時に大きな負担を感じる」「無
理に登校させず、まずは悩みを聞いてほしい」。不登校を繰り返す中学生の息子が
いる母親（４２）は「休み中の過ごし方について、とても参考になった」と話した。
　東京シューレは７～８月、美術館見学や離島合宿などのイベントを開催し、子供
が学校以外に同年代の友達をつくるよう促す。８月には子供向けの電話相談窓口を
開設。「学校に行きたくない」「新学期が不安」といった悩みを聞く。
　奥地圭子代表は「不登校やその手前の子供にとって、夏休み明けは一年で最も負
担になる時期」と指摘。「保護者が無理なく子供を送り出せるよう最大限サポート
したい」と話す。
　一方で既に不登校になっている子供にとっては、学校に復帰するチャンスだ。集
団生活への抵抗感を弱めようと、休み中に多くの子供を集めて交流する取り組みも
ある。
　ＮＰＯ法人「登校拒否・不登校を考える全国ネットワーク」（東京・北）は８月
２６～２７日、早稲田大戸山キャンパス（東京・新宿）で、不登校児やフリースクー
ルの生徒の交流会を開く。全国から１００人近い子供が参加する予定で、スポーツ
や音楽会、テレビゲームなどをする。
　自分と同じように悩んでいる大勢の子供と触れあい、人付き合いに慣れてもらう
のが狙い。２０年以上前から夏休みの終盤に開催しており、参加した子供から「学
校に戻る自信がついた」との声が上がるという。
　長い休みを利用して、深刻化するスマホ依存を克服する取り組みもある。
　兵庫県などは８月中旬、スマホ依存に悩む小学生～高校生を対象に、インターネッ
トから離れる合宿を開く。依存症に詳しい医療関係者が、瀬戸内海の島での４泊５
日のプログラムを監修。スマホは毎日１時間までで、それ以外の時間はスポーツや
料理などを通して約２０人の参加者が交流する。
　夜は１日の生活を振り返り、どんなときにスマホを使いたくなったか参加者同士
で話し合う。必要性が薄いのにスマホを使っていたこれまでの生活を振り返ること
で、依存状態だったことを自覚させるのが狙いだ。
　昨年も同様の合宿を行った。多い日は１日１４時間以上ネットを利用していたと
いう女子高校生は、合宿を機にネット利用が大幅に減り、アルバイトを始めた。１
日１２時間もネットをしていた男子中学生は「（合宿後は）１日１時間しかしない」
と宣言したという。
　この合宿は文部科学省が進めるネット依存症対策の一環。秋田、大分県などでも
夏休み中に同様の合宿を行うという。
休み明け　子供に強い重圧  変わった様子ないか注意を

　夏休み明けは子供の心に強いプレッシャーがかかる。専門家は「休みの終盤は、
子供の様子に変わりがないかよく注意してほしい」と呼び掛ける。

　内閣府の自殺対策白書によると、１９７２～２０１３年に自殺した１８歳以下の
子供は計１万８０４８人。日別の平均は５０人だが、最多の９月１日は１３１人と
突出する。９月２日（９４人）、８月３１日（９２人）など、この時期に集中している。
　田原俊司・玉川大教授（教育心理学）は「学校で人間関係に悩む子供は、休み中
に他の子と交流を絶ち、昼夜逆転の生活を送りがち。こうした過ごし方を続け、学
校に戻れなくなる例が多い」と話す。
　田原教授は防止策として（１）生活リズムを乱さない（２）同世代と関わる（３）
家にこもらない（４）日中に体を動かす――を挙げる。「休み中や登校前の子供の
様子に注意し、無理なく学校に戻れるよう気を配ってほしい」と呼びかけている。

つ・む・ぎ Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ　07.26

ローソン、「ひとり親家庭支援奨学金制度」を設立

  返還不要の奨学金でひとり親家庭の生徒さんの夢を支援 7 月 1 日より募金受付を
開始
　株式会社ローソンは、ひとり親（母子等）家庭で就学が困難な生徒さんの夢を応
援する「ひとり親家庭支援奨学金制度」を設立し、7 月 1 日（土）より店頭募金の

「“マチの幸せ”募金」で受付を開始します。この奨学金制度は返還不要で最長 4 年
間、一人につき月額 30，000 円が支給される予定です。
1．「ひとり親家庭支援奨学金制度」設立の経緯
　「私たちは“みんなと暮らすマチ”を幸せにします。」という企業理念のもと、店
頭募金の「“マチの幸せ”募金」として、緑化事業を支援する「ローソン緑の募金」、
子どもたちへの支援を行う「夢を応援基金」と「TOMODACHI 募金」を実施して
います。「夢を応援基金」は、東日本大震災で被災された東北 3 県（岩手・宮城・福島）
の生徒さんたち（約 1，000 名）への奨学金の支給とサポートプログラムでの支援
を目的として 2011 年に創設されました。2017 年 3 月末時点で約 880 名が卒業し、
当基金の目的達成の目途が立ったため、新たに「ひとり親家庭支援奨学金制度」を
設立することになりました。ひとり親（母子等）家庭の子どもたちが「進学したい」
という夢をあきらめずにすむよう、就学支援を目的とした「夢を応援基金」の中に、

「ひとり親家庭支援奨学金制度」を追加します。従来の「夢を応援基金」（東日本大
震災奨学金制度）は、2019 年 3 月まで継続します。
2．「ひとり親家庭支援奨学金制度」の概要
■対象者：日本全国 47 都道府県にお住いの、下記のどちらかに当てはまる生徒さ
ん
　1）中学校 3 年生の生徒さん
　2）高等学校、高等専門学校、専修学校高等課程、特別支援学校（高等部）1 ～ 3
年生の生徒さん
■奨学金：
　1 人につき月額 30，000 円を給付（返還不要）
■支援人数：
　各学年 100 名の合計 400 名（予定）
　※次年度以降、卒業生数に合わせ追加募集を予定。■運営団体
　（寄付先）：一般財団法人　全国母子寡婦福祉団体協議会（全母子協）
■応募資格：
　下記の全ての条件を満たす生徒さん
　・ひとり親（母子等）家庭の生徒で就学が経済的に困難な生徒
　・夢を実現するための意欲があり、社会への貢献を希望する生徒
　・全母子協の加盟団体の会員、及び入会を希望する方のお子さん（生徒）
　・全母子協加盟団体代表者等の推薦を受けられる就学中の生徒
■運営資金：
　店頭募金及び株式会社ローソンの拠出金、取引先様からの寄付等で運営します
　店頭募金箱への募金の他、店頭マルチメディア情報端末「Loppi」での募金や、
Ponta ポイント・d ポイントを活用した募金を受け付ける予定です。
　（Loppi とポイントの募金開始時期は別途ご案内いたします）
3．「ひとり親家庭支援奨学金制度」の応募について
■募集：2017 年 7 月中旬以降
■応募の流れ：
　全母子協加盟の各都道府県・指定都市・中核市の地方母子団体にお問い合わせく
ださい。福島県と高知県にお住いの方については、全母子協にお問い合わせをお願
いいたします。
　各地方団体の連絡先は下記ホームページをご覧ください⇒ http://zenbo.org/


